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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始
させることが可能となり、複数の可変表示部において各々が識別可能な複数種類の識別情
報を変動表示させる可変表示装置に表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、
該可変表示装置に導出された表示結果に応じて入賞が発生可能であるスロットマシンにお
いて、
　所定の範囲内において更新される数値データを、ゲーム毎に所定のタイミングで判定用
数値データとして予め定められた判定領域に入力する数値データ入力手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される以前に、前記判定領域に入力された判定用数
値データに応じて複数種類の入賞表示結果を導出させることを許容するか否かを抽選によ
り決定する手段であって、遊技状態の移行を伴う特別表示結果の導出を許容するか否かを
決定する特別決定手段と、前記複数の可変表示部に導出された識別情報の組み合わせが第
１の組み合わせとなることにより入賞となる第１再遊技表示結果と、前記複数の可変表示
部に導出された識別情報の組み合わせが一部の可変表示部において前記第１の組み合わせ
と共通した第２の組み合わせとなることにより入賞となる第２再遊技表示結果とを含む前
記遊技用価値を用いることなく次のゲームを行うことが可能な再遊技の付与を伴う再遊技
表示結果を許容するか否かを決定する再遊技決定手段とを含む事前決定手段と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段の操作に基づいて、前記事前決定
手段により入賞表示結果の導出を許容する旨が決定される確率が異なる複数種類の許容段
階のうちから、いずれかの許容段階を選択して設定する許容段階設定手段と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞表示結果の種類毎に定められ、各々が該事前決
定手段により導出を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特
定データを記憶する範囲特定データ記憶手段と、
　遊技者の操作により、前記可変表示装置における識別情報の変動表示を停止させること
を指示する停止操作手段と、
　前記停止操作手段の操作を検出する停止操作検出手段と、
　前記停止操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したときに、前記事前決定手段
の決定結果に応じて前記識別情報の変動表示を停止させて、前記可変表示装置の表示結果
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を導出させる導出制御手段と、
　前記可変表示装置の表示結果として前記特別表示結果が導出されたときに、次のゲーム
から遊技状態を通常遊技状態とは異なる特別遊技状態に移行させる特別遊技状態制御手段
と、
　前記事前決定手段により前記特別表示結果の導出を許容する旨が決定されたときに、該
決定を前記特別表示結果が導出されるまで持ち越す特別決定持越手段とを備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データは、前記許容段階設定手段により設定され
た許容段階の種類に関わらずに同一の範囲内で更新され、
　前記範囲特定データ記憶手段は、
　　前記事前決定手段により前記特別表示結果の導出を許容する旨を決定される判定値の
個数を示す特別範囲特定データを前記範囲特定データとして記憶し、該記憶されている範
囲特定データにより該特別表示結果の導出を許容する旨が決定される判定値の範囲を特定
可能とする特別範囲特定データ記憶手段と、
　　前記事前決定手段が前記再遊技表示結果を含む前記特別表示結果以外の一般入賞表示
結果の導出を許容する旨を決定される判定値の個数を示す一般範囲特定データであって、
前記第２再遊技表示結果を導出する旨を決定する判定値の範囲の少なくとも一部が前記特
別範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれる一般範囲特定データを前記範
囲特定データとして記憶し、該記憶されている範囲特定データにより該一般入賞表示結果
の導出を許容する旨が決定される判定値の範囲を特定可能とする一般範囲特定データ記憶
手段とを含むとともに、
　　前記特別範囲特定データ記憶手段と前記一般範囲特定データ記憶手段は、前記範囲特
定データとして前記入賞表示結果の導出を許容しない旨が決定される判定値の個数を示す
非入賞範囲特定データを少なくとも何れかが記憶し、
　　前記複数の範囲特定データのうち第１の範囲特定データを前記複数種類の許容段階に
共通して格納する第１格納領域と、
　　前記複数の範囲特定データのうち前記第１の範囲特定データと異なる第２の範囲特定
データを前記許容段階の種類毎に個別に格納する第２格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記許容段階の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特
定データを個別に格納する同数格納領域と、前記許容段階の種類に応じて異なる判定値の
個数を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　　前記許容段階設定手段により設定された種類の許容段階に対応して前記特別範囲特定
データ記憶手段に記憶された範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示す
データを、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データに加算する特別加算手段と
、
　　前記特別範囲特定データが示す判定値の個数を示すデータを加算したときに前記特別
加算手段の加算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定領域に入力された判定用
数値データが、該加算対象としていた特別範囲特定データにより特定される判定値の範囲
に含まれると判定する特別範囲判定手段と、
　　前記特別加算手段による加算に用いられるのと同一の判定用数値データに、該特別加
算手段とは別に、前記許容段階設定手段により設定された種類の許容段階に対応して前記
一般範囲特定データ記憶手段に記憶された範囲特定データによりそれぞれ示される判定値
の個数を示すデータを、順次加算する一般加算手段と、
　　前記一般範囲特定データが示す判定値の個数を示すデータを加算したときに前記一般
加算手段の加算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定用数値データが、該加算
対象としていた一般範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると判定する
一般範囲判定手段とを含み、
　　前記特別範囲判定手段の判定結果と前記一般範囲判定手段の判定結果に応じて前記特
別表示結果の導出を許容するか否かと前記一般入賞表示結果の導出を許容するか否かをそ
れぞれ決定するとともに、前記特別範囲判定手段と前記一般範囲判定手段の双方により各
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々に対応した判定値の範囲に前記判定用数値データが含まれると判定されたときに、前記
特別表示結果と前記一般入賞表示結果の両方の導出を許容する旨を決定し、
　前記再遊技決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容す
る旨の決定が持ち越されているか否かに関わらず、前記再遊技表示結果を導出する旨を前
記特別表示結果の導出を許容する旨が決定される確率以上の確率で決定し、
　前記導出制御手段は、前記再遊技表示結果の導出を許容する旨が決定され、且つ前記特
別表示結果の導出を許容する旨も決定されているゲームにおいて、前記停止操作手段の操
作手順が該特別表示結果と該再遊技表示結果のいずれも導出可能な手順であったときに、
該特別表示結果よりも該再遊技表示結果を高い割合で導出させ、
　前記特別決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容する
旨が決定されていないゲームにおいて前記再遊技決定手段により前記第２再遊技表示結果
の導出を許容する旨が決定されたときに、該ゲームにおいて前記特別表示結果の導出を許
容する旨を決定する再遊技許容時特別決定手段を含む
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項２】
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始
させることが可能となり、複数の可変表示部において各々が識別可能な複数種類の識別情
報を変動表示させる可変表示装置に表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、
該可変表示装置に導出された表示結果に応じて入賞が発生可能であるスロットマシンにお
いて、
　所定の範囲内において更新される数値データを、ゲーム毎に所定のタイミングで判定用
数値データとして予め定められた判定領域に入力する数値データ入力手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される以前に、前記判定領域に入力された判定用数
値データに応じて複数種類の入賞表示結果を導出させることを許容するか否かを抽選によ
り決定する手段であって、遊技状態の移行を伴う特別表示結果の導出を許容するか否かを
決定する特別決定手段と、前記複数の可変表示部に導出された識別情報の組み合わせが第
１の組み合わせとなることにより入賞となる第１再遊技表示結果と、前記複数の可変表示
部に導出された識別情報の組み合わせが一部の可変表示部において前記第１の組み合わせ
と共通した第２の組み合わせとなることにより入賞となる第２再遊技表示結果とを含む前
記遊技用価値を用いることなく次のゲームを行うことが可能な再遊技の付与を伴う再遊技
表示結果を許容するか否かを決定する再遊技決定手段とを含む事前決定手段と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段の操作に基づいて、前記事前決定
手段により入賞表示結果の導出を許容する旨が決定される確率が異なる複数種類の許容段
階のうちから、いずれかの許容段階を選択して設定する許容段階設定手段と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞表示結果の種類毎に定められ、各々が該事前決
定手段により導出を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特
定データを記憶する範囲特定データ記憶手段と、
　遊技者の操作により、前記可変表示装置における識別情報の変動表示を停止させること
を指示する停止操作手段と、
　前記停止操作手段の操作を検出する停止操作検出手段と、
　前記停止操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したときに、前記事前決定手段
の決定結果に応じて前記識別情報の変動表示を停止させて、前記可変表示装置の表示結果
を導出させる導出制御手段と、
　前記可変表示装置の表示結果として前記特別表示結果が導出されたときに、次のゲーム
から遊技状態を通常遊技状態とは異なる特別遊技状態に移行させる特別遊技状態制御手段
と、
　前記事前決定手段により前記特別表示結果の導出を許容する旨が決定されたときに、該
決定を前記特別表示結果が導出されるまで持ち越す特別決定持越手段とを備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データは、前記許容段階設定手段により設定され
た許容段階の種類に関わらずに同一の範囲内で更新され、
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　前記範囲特定データ記憶手段は、
　　前記事前決定手段により前記特別表示結果の導出を許容する旨を決定される判定値の
個数を示す特別範囲特定データを前記範囲特定データとして記憶し、該記憶されている範
囲特定データにより該特別表示結果の導出を許容する旨が決定される判定値の範囲を特定
可能とする特別範囲特定データ記憶手段と、
　　前記事前決定手段が前記再遊技表示結果を含む前記特別表示結果以外の一般入賞表示
結果の導出を許容する旨を決定される判定値の個数を示す一般範囲特定データであって、
前記第２再遊技表示結果を導出する旨を決定する判定値の範囲の少なくとも一部が前記特
別範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれる一般範囲特定データを前記範
囲特定データとして記憶し、該記憶されている範囲特定データにより該一般入賞表示結果
の導出を許容する旨が決定される判定値の範囲を特定可能とする一般範囲特定データ記憶
手段とを含むとともに、
　　前記特別範囲特定データ記憶手段と前記一般範囲特定データ記憶手段は、前記範囲特
定データとして前記入賞表示結果の導出を許容しない旨が決定される判定値の個数を示す
非入賞範囲特定データを少なくとも何れかが記憶し、
　　前記複数の範囲特定データのうち第１の範囲特定データを前記複数種類の許容段階に
共通して格納する第１格納領域と、
　　前記複数の範囲特定データのうち前記第１の範囲特定データと異なる第２の範囲特定
データを前記許容段階の種類毎に個別に格納する第２格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記許容段階の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特
定データを個別に格納する同数格納領域と、前記許容段階の種類に応じて異なる判定値の
個数を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　　前記許容段階設定手段により設定された種類の許容段階に対応して前記特別範囲特定
データ記憶手段に記憶された範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示す
データを、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データから減算する特別減算手段
と、
　　前記特別範囲特定データが示す判定値の個数を示すデータを減算したときに前記特別
減算手段の減算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定領域に入力された判定用
数値データが、該減算対象としていた特別範囲特定データにより特定される判定値の範囲
に含まれると判定する特別範囲判定手段と、
　　前記特別減算手段による減算に用いられるのと同一の判定用数値データから、該特別
減算手段とは別に、前記許容段階設定手段により設定された種類の許容段階に対応して前
記一般範囲特定データ記憶手段に記憶された範囲特定データによりそれぞれ示される判定
値の個数を示すデータを、順次減算する一般減算手段と、
　　前記一般範囲特定データが示す判定値の個数を示すデータを減算したときに前記一般
減算手段の減算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定用数値データが、該減算
対象としていた一般範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると判定する
一般範囲判定手段とを含み、
　　前記特別範囲判定手段の判定結果と前記一般範囲判定手段の判定結果に応じて前記特
別表示結果の導出を許容するか否かと前記一般入賞表示結果の導出を許容するか否かをそ
れぞれ決定するとともに、前記特別範囲判定手段と前記一般範囲判定手段の双方により各
々に対応した判定値の範囲に前記判定用数値データが含まれると判定されたときに、前記
特別表示結果と前記一般入賞表示結果の両方の導出を許容する旨を決定し、
　前記再遊技決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容す
る旨の決定が持ち越されているか否かに関わらず、前記再遊技表示結果を導出する旨を前
記特別表示結果の導出を許容する旨が決定される確率以上の確率で決定し、
　前記導出制御手段は、前記再遊技表示結果の導出を許容する旨が決定され、且つ前記特
別表示結果の導出を許容する旨も決定されているゲームにおいて、前記停止操作手段の操
作手順が該特別表示結果と該再遊技表示結果のいずれも導出可能な手順であったときに、
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該特別表示結果よりも該再遊技表示結果を高い割合で導出させ、
　前記特別決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容する
旨が決定されていないゲームにおいて前記再遊技決定手段により前記第２再遊技表示結果
の導出を許容する旨が決定されたときに、該ゲームにおいて前記特別表示結果の導出を許
容する旨を決定する再遊技許容時特別決定手段を含む
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項３】
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始
させることが可能となり、複数の可変表示部において各々が識別可能な複数種類の識別情
報を変動表示させる可変表示装置に表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、
該可変表示装置に導出された表示結果に応じて入賞が発生可能であるスロットマシンにお
いて、
　所定の範囲内において更新される数値データを、ゲーム毎に所定のタイミングで判定用
数値データとして予め定められた判定領域に入力する数値データ入力手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される以前に、前記判定領域に入力された判定用数
値データに応じて複数種類の入賞表示結果を導出させることを許容するか否かを抽選によ
り決定する手段であって、遊技状態の移行を伴う特別表示結果の導出を許容するか否かを
決定する特別決定手段と、前記複数の可変表示部に導出された識別情報の組み合わせが第
１の組み合わせとなることにより入賞となる第１再遊技表示結果と、前記複数の可変表示
部に導出された識別情報の組み合わせが一部の可変表示部において前記第１の組み合わせ
と共通した第２の組み合わせとなることにより入賞となる第２再遊技表示結果とを含む前
記遊技用価値を用いることなく次のゲームを行うことが可能な再遊技の付与を伴う再遊技
表示結果を許容するか否かを決定する再遊技決定手段とを含む事前決定手段と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段の操作に基づいて、前記事前決定
手段により入賞表示結果の導出を許容する旨が決定される確率が異なる複数種類の許容段
階のうちから、いずれかの許容段階を選択して設定する許容段階設定手段と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞表示結果の種類毎に定められ、各々が該事前決
定手段により導出を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特
定データを記憶する範囲特定データ記憶手段と、
　遊技者の操作により、前記可変表示装置における識別情報の変動表示を停止させること
を指示する停止操作手段と、
　前記停止操作手段の操作を検出する停止操作検出手段と、
　前記停止操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したときに、前記事前決定手段
の決定結果に応じて前記識別情報の変動表示を停止させて、前記可変表示装置の表示結果
を導出させる導出制御手段と、
　前記可変表示装置の表示結果として前記特別表示結果が導出されたときに、次のゲーム
から遊技状態を通常遊技状態とは異なる特別遊技状態に移行させる特別遊技状態制御手段
と、
　前記事前決定手段により前記特別表示結果の導出を許容する旨が決定されたときに、該
決定を前記特別表示結果が導出されるまで持ち越す特別決定持越手段とを備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データは、前記許容段階設定手段により設定され
た許容段階の種類に関わらずに同一の範囲内で更新され、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記事前決定手段により前記特別表示結果と前記第２
再遊技表示結果の両方の導出を許容する旨が決定される判定値の個数を示す重複範囲特定
データを含む、複数の範囲特定データを記憶するものであって、該複数の範囲特定データ
のうち第１の範囲特定データを前記複数種類の許容段階に共通して格納する第１格納領域
と、該複数の範囲特定データのうち前記第１の範囲特定データと異なる第２の範囲特定デ
ータを前記許容段階の種類毎に個別に格納する第２格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記許容段階の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特
定データを個別に格納する同数格納領域と、前記許容段階の種類に応じて異なる判定値の
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個数を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　　前記許容段階設定手段により設定された種類の許容段階に対応して前記範囲特定デー
タ記憶手段に記憶された複数の範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示
すデータを、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データに加算する加算手段と、
　　前記加算手段の加算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定領域に入力され
た判定用数値データが、該所定の範囲を越えたときに判定値の個数を示すデータを加算対
象としていた範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると判定する範囲判
定手段とを含み、
　　前記範囲判定手段の判定結果に応じて前記複数種類の入賞表示結果の導出を許容する
か否かを決定するとともに、前記判定領域に入力された判定用数値データが前記重複範囲
特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると前記範囲判定手段により判定され
たときには、前記特別表示結果と前記第２再遊技表示結果の両方の導出を許容する旨を決
定し、
　前記再遊技決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容す
る旨の決定が持ち越されているか否かに関わらず、前記再遊技表示結果を導出する旨を前
記特別表示結果の導出を許容する旨が決定される確率以上の確率で決定し、
　前記導出制御手段は、前記再遊技表示結果の導出を許容する旨が決定され、且つ前記特
別表示結果の導出を許容する旨も決定されているゲームにおいて、前記停止操作手段の操
作手順が該特別表示結果と該再遊技表示結果のいずれも導出可能な手順であったときに、
該特別表示結果よりも該再遊技表示結果を高い割合で導出させ、
　前記特別決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容する
旨が決定されていないゲームにおいて前記再遊技決定手段により前記第２再遊技表示結果
の導出を許容する旨が決定されたときに、該ゲームにおいて前記特別表示結果の導出を許
容する旨を決定する再遊技許容時特別決定手段を含む
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項４】
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始
させることが可能となり、複数の可変表示部において各々が識別可能な複数種類の識別情
報を変動表示させる可変表示装置に表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、
該可変表示装置に導出された表示結果に応じて入賞が発生可能であるスロットマシンにお
いて、
　所定の範囲内において更新される数値データを、ゲーム毎に所定のタイミングで判定用
数値データとして予め定められた判定領域に入力する数値データ入力手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される以前に、前記判定領域に入力された判定用数
値データに応じて複数種類の入賞表示結果を導出させることを許容するか否かを抽選によ
り決定する手段であって、遊技状態の移行を伴う特別表示結果の導出を許容するか否かを
決定する特別決定手段と、前記複数の可変表示部に導出された識別情報の組み合わせが第
１の組み合わせとなることにより入賞となる第１再遊技表示結果と、前記複数の可変表示
部に導出された識別情報の組み合わせが一部の可変表示部において前記第１の組み合わせ
と共通した第２の組み合わせとなることにより入賞となる第２再遊技表示結果とを含む前
記遊技用価値を用いることなく次のゲームを行うことが可能な再遊技の付与を伴う再遊技
表示結果を許容するか否かを決定する再遊技決定手段とを含む事前決定手段と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段の操作に基づいて、前記事前決定
手段により入賞表示結果の導出を許容する旨が決定される確率が異なる複数種類の許容段
階のうちから、いずれかの許容段階を選択して設定する許容段階設定手段と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞表示結果の種類毎に定められ、各々が該事前決
定手段により導出を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特
定データを記憶する範囲特定データ記憶手段と、
　遊技者の操作により、前記可変表示装置における識別情報の変動表示を停止させること
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を指示する停止操作手段と、
　前記停止操作手段の操作を検出する停止操作検出手段と、
　前記停止操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したときに、前記事前決定手段
の決定結果に応じて前記識別情報の変動表示を停止させて、前記可変表示装置の表示結果
を導出させる導出制御手段と、
　前記可変表示装置の表示結果として前記特別表示結果が導出されたときに、次のゲーム
から遊技状態を通常遊技状態とは異なる特別遊技状態に移行させる特別遊技状態制御手段
と、
　前記事前決定手段により前記特別表示結果の導出を許容する旨が決定されたときに、該
決定を前記特別表示結果が導出されるまで持ち越す特別決定持越手段とを備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データは、前記許容段階設定手段により設定され
た許容段階の種類に関わらずに同一の範囲内で更新され、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記事前決定手段により前記特別表示結果と前記第２
再遊技表示結果の両方の導出を許容する旨が決定される判定値の個数を示す重複範囲特定
データを含む、複数の範囲特定データを記憶するものであって、該複数の範囲特定データ
のうち第１の範囲特定データを前記複数種類の許容段階に共通して格納する第１格納領域
と、該複数の範囲特定データのうち前記第１の範囲特定データと異なる第２の範囲特定デ
ータを前記許容段階の種類毎に個別に格納する第２格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記許容段階の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特
定データを個別に格納する同数格納領域と、前記許容段階の種類に応じて異なる判定値の
個数を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　　前記許容段階設定手段により設定された種類の許容段階に対応して前記範囲特定デー
タ記憶手段に記憶された複数の範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示
すデータを、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データから減算する減算手段と
、
　　前記減算手段の減算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定領域に入力され
た判定用数値データが、該所定の範囲を越えたときに判定値の個数を示すデータを減算対
象としていた範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると判定する範囲判
定手段とを含み、
　　前記範囲判定手段の判定結果に応じて前記複数種類の入賞表示結果の導出を許容する
か否かを決定するとともに、前記判定領域に入力された判定用数値データが前記重複範囲
特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると前記範囲判定手段により判定され
たときには、前記特別表示結果と前記第２再遊技表示結果の両方の導出を許容する旨を決
定し、
　前記再遊技決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容す
る旨の決定が持ち越されているか否かに関わらず、前記再遊技表示結果を導出する旨を前
記特別表示結果の導出を許容する旨が決定される確率以上の確率で決定し、
　前記導出制御手段は、前記再遊技表示結果の導出を許容する旨が決定され、且つ前記特
別表示結果の導出を許容する旨も決定されているゲームにおいて、前記停止操作手段の操
作手順が該特別表示結果と該再遊技表示結果のいずれも導出可能な手順であったときに、
該特別表示結果よりも該再遊技表示結果を高い割合で導出させ、
　前記特別決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容する
旨が決定されていないゲームにおいて前記再遊技決定手段により前記第２再遊技表示結果
の導出を許容する旨が決定されたときに、該ゲームにおいて前記特別表示結果の導出を許
容する旨を決定する再遊技許容時特別決定手段を含む
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項５】
　前記再遊技決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容す
る旨の決定が持ち越されているゲームにおいて、該決定が持ち越されていないゲームより
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も高い確率で前記第２再遊技表示結果の導出を許容する旨を決定する特別持越時第２再遊
技決定手段を含む
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のスロットマシン。
【請求項６】
　前記可変表示装置の表示結果として前記第２再遊技表示結果が導出されたときに、前記
特別表示結果の導出の許容が決定されている可能性を示す連続演出を１ゲームよりも長い
連続演出期間の間だけ継続して実行する連続演出実行手段をさらに備える
　ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のスロットマシン。
【請求項７】
　前記許容段階設定手段により設定された許容段階を示すデータを含むゲームの進行を制
御するためのデータを読み出し及び書き込み可能に記憶するデータ記憶手段と、
　前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常か否かを判定する記憶データ判定手
段と、
　前記記憶データ判定手段により前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常では
ないと判定されたときに、ゲームの進行を不能化する不能化手段と、
　前記不能化手段により前記ゲームの進行が不能化された状態において、前記設定操作手
段の操作に基づいて前記許容段階設定手段により前記許容段階が新たに設定されたことを
条件に、前記ゲームの進行が不能化された状態を解除し、ゲームの進行を可能とする不能
化解除手段とをさらに備える
　ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載のスロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成するため、本発明の第１の観点にかかるスロットマシンは、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始
させることが可能となり、複数の可変表示部（リール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒ）において各々が
識別可能な複数種類の識別情報を変動表示させる可変表示装置（可変表示装置２）に表示
結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に導出された表示結果に
応じて入賞が発生可能であるスロットマシンにおいて、
　所定の範囲内において更新される数値データ（内部抽選用の乱数）を、ゲーム毎に所定
のタイミングで判定用数値データとして予め定められた判定領域に入力する数値データ入
力手段（ステップＳ１００１）と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される以前に、前記判定領域に入力された判定用数
値データに応じて複数種類の入賞表示結果を導出させることを許容するか否かを抽選によ
り決定する手段であって、遊技状態の移行を伴う特別表示結果（レギュラーボーナス、ビ
ッグボーナス（１）、ビッグボーナス（２））の導出を許容するか否かを決定する特別決
定手段と、前記複数の可変表示部に導出された識別情報の組み合わせが第１の組み合わせ
（ＪＡＣ－ＪＡＣ－ＪＡＣ）となることにより入賞となる第１再遊技表示結果（リプレイ
Ａ）と、前記複数の可変表示部に導出された識別情報の組み合わせが一部の可変表示部に
おいて前記第１の組み合わせと共通した第２の組み合わせ（ＪＡＣ－ＪＡＣ－ベル）とな
ることにより入賞となる第２再遊技表示結果（リプレイＢ）とを含む前記遊技用価値を用
いることなく次のゲームを行うことが可能な再遊技の付与を伴う再遊技表示結果（リプレ
イＡ、リプレイＢ）を許容するか否かを決定する再遊技決定手段とを含む事前決定手段（
ステップＳ４０３、図１１）と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段（設定キースイッチ９２、設定ス
イッチ９１）の操作に基づいて、前記事前決定手段により入賞表示結果の導出を許容する
旨が決定される確率が異なる複数種類の許容段階（設定値）のうちから、いずれかの許容
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段階を選択して設定する許容段階設定手段（ステップＳ２０１～Ｓ２１０）と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞表示結果の種類毎に定められ、各々が該事前決
定手段により導出を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特
定データを記憶する範囲特定データ記憶手段（図１６：ボーナステーブル及び小役テーブ
ル）と、
　遊技者の操作により、前記可変表示装置における識別情報の変動表示を停止させること
を指示する停止操作手段（停止ボタン１２Ｌ、１２Ｃ、１２Ｒ）と、
　前記停止操作手段の操作を検出する停止操作検出手段（ストップスイッチ４２Ｌ、４２
Ｃ、４２Ｒ）と、
　前記停止操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したときに、前記事前決定手段
の決定結果に応じて前記識別情報の変動表示を停止させて、前記可変表示装置の表示結果
を導出させる導出制御手段（ステップＳ５）と、
　前記可変表示装置の表示結果として前記特別表示結果が導出されたときに、次のゲーム
から遊技状態を通常遊技状態とは異なる特別遊技状態に移行させる特別遊技状態制御手段
（ステップＳ７０２、Ｓ７０４）と、
　前記事前決定手段により前記特別表示結果の導出を許容する旨が決定されたときに、該
決定を前記特別表示結果が導出されるまで持ち越す特別決定持越手段（ステップＳ８１０
）とを備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データは、前記許容段階設定手段により設定され
た許容段階の種類に関わらずに同一の範囲内で更新され、
　前記範囲特定データ記憶手段は、
　　前記事前決定手段により前記特別表示結果の導出を許容する旨を決定される判定値の
個数を示す特別範囲特定データを前記範囲特定データとして記憶し、該記憶されている範
囲特定データにより該特別表示結果の導出を許容する旨が決定される判定値の範囲を特定
可能とする特別範囲特定データ記憶手段（図１６：ボーナステーブル）と、
　　前記事前決定手段が前記再遊技表示結果を含む前記特別表示結果以外の一般入賞表示
結果の導出を許容する旨を決定される判定値の個数を示す一般範囲特定データであって、
前記第２再遊技表示結果を導出する旨を決定する判定値の範囲の少なくとも一部が前記特
別範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれる一般範囲特定データを前記範
囲特定データとして記憶し、該記憶されている範囲特定データにより該一般入賞表示結果
の導出を許容する旨が決定される判定値の範囲を特定可能とする一般範囲特定データ記憶
手段（図１６：小役テーブル）とを含むとともに、
　　前記特別範囲特定データ記憶手段と前記一般範囲特定データ記憶手段は、前記範囲特
定データとして前記入賞表示結果の導出を許容しない旨が決定される判定値の個数を示す
非入賞範囲特定データを少なくとも何れかが記憶し、
　　前記複数の範囲特定データのうち第１の範囲特定データを前記複数種類の許容段階に
共通して格納する第１格納領域と、
　　前記複数の範囲特定データのうち前記第１の範囲特定データと異なる第２の範囲特定
データを前記許容段階の種類毎に個別に格納する第２格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記許容段階の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特
定データを個別に格納する同数格納領域と、前記許容段階の種類に応じて異なる判定値の
個数を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　　前記許容段階設定手段により設定された種類の許容段階に対応して前記特別範囲特定
データ記憶手段に記憶された範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示す
データを、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データに加算する特別加算手段と
、
　　前記特別範囲特定データが示す判定値の個数を示すデータを加算したときに前記特別
加算手段の加算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定領域に入力された判定用
数値データが、該加算対象としていた特別範囲特定データにより特定される判定値の範囲
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に含まれると判定する特別範囲判定手段と、
　　前記特別加算手段による加算に用いられるのと同一の判定用数値データに、該特別加
算手段とは別に、前記許容段階設定手段により設定された種類の許容段階に対応して前記
一般範囲特定データ記憶手段に記憶された範囲特定データによりそれぞれ示される判定値
の個数を示すデータを、順次加算する一般加算手段と、
　　前記一般範囲特定データが示す判定値の個数を示すデータを加算したときに前記一般
加算手段の加算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定用数値データが、該加算
対象としていた一般範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると判定する
一般範囲判定手段とを含み、
　　前記特別範囲判定手段の判定結果と前記一般範囲判定手段の判定結果に応じて前記特
別表示結果の導出を許容するか否かと前記一般入賞表示結果の導出を許容するか否かをそ
れぞれ決定するとともに、前記特別範囲判定手段と前記一般範囲判定手段の双方により各
々に対応した判定値の範囲に前記判定用数値データが含まれると判定されたときに、前記
特別表示結果と前記一般入賞表示結果の両方の導出を許容する旨を決定し、
　前記再遊技決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容す
る旨の決定が持ち越されているか否かに関わらず、前記再遊技表示結果を導出する旨を前
記特別表示結果の導出を許容する旨が決定される確率以上の確率で決定し、
　前記導出制御手段は、前記再遊技表示結果の導出を許容する旨が決定され、且つ前記特
別表示結果の導出を許容する旨も決定されているゲームにおいて、前記停止操作手段の操
作手順が該特別表示結果と該再遊技表示結果のいずれも導出可能な手順であったときに、
該特別表示結果よりも該再遊技表示結果を高い割合で導出させ、
　前記特別決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容する
旨が決定されていないゲームにおいて前記再遊技決定手段により前記第２再遊技表示結果
の導出を許容する旨が決定されたときに、該ゲームにおいて前記特別表示結果の導出を許
容する旨を決定する再遊技許容時特別決定手段（図４：レギュラーボーナス＋リプレイＢ
、ビッグボーナス（１）＋リプレイＢ、ビッグボーナス（２）＋リプレイＢ）を含む
　ことを特徴とする。
　上記目的を達成するため、本発明の第２の観点にかかるスロットマシンは、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始
させることが可能となり、複数の可変表示部（リール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒ）において各々が
識別可能な複数種類の識別情報を変動表示させる可変表示装置（可変表示装置２）に表示
結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に導出された表示結果に
応じて入賞が発生可能であるスロットマシンにおいて、
　所定の範囲内において更新される数値データ（内部抽選用の乱数）を、ゲーム毎に所定
のタイミングで判定用数値データとして予め定められた判定領域に入力する数値データ入
力手段（ステップＳ１００１）と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される以前に、前記判定領域に入力された判定用数
値データに応じて複数種類の入賞表示結果を導出させることを許容するか否かを抽選によ
り決定する手段であって、遊技状態の移行を伴う特別表示結果（レギュラーボーナス、ビ
ッグボーナス（１）、ビッグボーナス（２））の導出を許容するか否かを決定する特別決
定手段と、前記複数の可変表示部に導出された識別情報の組み合わせが第１の組み合わせ
（ＪＡＣ－ＪＡＣ－ＪＡＣ）となることにより入賞となる第１再遊技表示結果（リプレイ
Ａ）と、前記複数の可変表示部に導出された識別情報の組み合わせが一部の可変表示部に
おいて前記第１の組み合わせと共通した第２の組み合わせ（ＪＡＣ－ＪＡＣ－ベル）とな
ることにより入賞となる第２再遊技表示結果（リプレイＢ）とを含む前記遊技用価値を用
いることなく次のゲームを行うことが可能な再遊技の付与を伴う再遊技表示結果（リプレ
イＡ、リプレイＢ）を許容するか否かを決定する再遊技決定手段とを含む事前決定手段（
ステップＳ４０３、図１１）と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段（設定キースイッチ９２、設定ス
イッチ９１）の操作に基づいて、前記事前決定手段により入賞表示結果の導出を許容する
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旨が決定される確率が異なる複数種類の許容段階（設定値）のうちから、いずれかの許容
段階を選択して設定する許容段階設定手段（ステップＳ２０１～Ｓ２１０）と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞表示結果の種類毎に定められ、各々が該事前決
定手段により導出を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特
定データを記憶する範囲特定データ記憶手段（図１６：ボーナステーブル及び小役テーブ
ル）と、
　遊技者の操作により、前記可変表示装置における識別情報の変動表示を停止させること
を指示する停止操作手段（停止ボタン１２Ｌ、１２Ｃ、１２Ｒ）と、
　前記停止操作手段の操作を検出する停止操作検出手段（ストップスイッチ４２Ｌ、４２
Ｃ、４２Ｒ）と、
　前記停止操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したときに、前記事前決定手段
の決定結果に応じて前記識別情報の変動表示を停止させて、前記可変表示装置の表示結果
を導出させる導出制御手段（ステップＳ５）と、
　前記可変表示装置の表示結果として前記特別表示結果が導出されたときに、次のゲーム
から遊技状態を通常遊技状態とは異なる特別遊技状態に移行させる特別遊技状態制御手段
（ステップＳ７０２、Ｓ７０４）と、
　前記事前決定手段により前記特別表示結果の導出を許容する旨が決定されたときに、該
決定を前記特別表示結果が導出されるまで持ち越す特別決定持越手段（ステップＳ８１０
）とを備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データは、前記許容段階設定手段により設定され
た許容段階の種類に関わらずに同一の範囲内で更新され、
　前記範囲特定データ記憶手段は、
　　前記事前決定手段により前記特別表示結果の導出を許容する旨を決定される判定値の
個数を示す特別範囲特定データを前記範囲特定データとして記憶し、該記憶されている範
囲特定データにより該特別表示結果の導出を許容する旨が決定される判定値の範囲を特定
可能とする特別範囲特定データ記憶手段（図１６：ボーナステーブル）と、
　　前記事前決定手段が前記再遊技表示結果を含む前記特別表示結果以外の一般入賞表示
結果の導出を許容する旨を決定される判定値の個数を示す一般範囲特定データであって、
前記第２再遊技表示結果を導出する旨を決定する判定値の範囲の少なくとも一部が前記特
別範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれる一般範囲特定データを前記範
囲特定データとして記憶し、該記憶されている範囲特定データにより該一般入賞表示結果
の導出を許容する旨が決定される判定値の範囲を特定可能とする一般範囲特定データ記憶
手段（図１６：小役テーブル）とを含むとともに、
　　前記特別範囲特定データ記憶手段と前記一般範囲特定データ記憶手段は、前記範囲特
定データとして前記入賞表示結果の導出を許容しない旨が決定される判定値の個数を示す
非入賞範囲特定データを少なくとも何れかが記憶し、
　　前記複数の範囲特定データのうち第１の範囲特定データを前記複数種類の許容段階に
共通して格納する第１格納領域と、
　　前記複数の範囲特定データのうち前記第１の範囲特定データと異なる第２の範囲特定
データを前記許容段階の種類毎に個別に格納する第２格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記許容段階の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特
定データを個別に格納する同数格納領域と、前記許容段階の種類に応じて異なる判定値の
個数を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　　前記許容段階設定手段により設定された種類の許容段階に対応して前記特別範囲特定
データ記憶手段に記憶された範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示す
データを、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データから減算する特別減算手段
と、
　　前記特別範囲特定データが示す判定値の個数を示すデータを減算したときに前記特別
減算手段の減算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定領域に入力された判定用
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数値データが、該減算対象としていた特別範囲特定データにより特定される判定値の範囲
に含まれると判定する特別範囲判定手段と、
　　前記特別減算手段による減算に用いられるのと同一の判定用数値データから、該特別
減算手段とは別に、前記許容段階設定手段により設定された種類の許容段階に対応して前
記一般範囲特定データ記憶手段に記憶された範囲特定データによりそれぞれ示される判定
値の個数を示すデータを、順次減算する一般減算手段と、
　　前記一般範囲特定データが示す判定値の個数を示すデータを減算したときに前記一般
減算手段の減算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定用数値データが、該減算
対象としていた一般範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると判定する
一般範囲判定手段とを含み、
　　前記特別範囲判定手段の判定結果と前記一般範囲判定手段の判定結果に応じて前記特
別表示結果の導出を許容するか否かと前記一般入賞表示結果の導出を許容するか否かをそ
れぞれ決定するとともに、前記特別範囲判定手段と前記一般範囲判定手段の双方により各
々に対応した判定値の範囲に前記判定用数値データが含まれると判定されたときに、前記
特別表示結果と前記一般入賞表示結果の両方の導出を許容する旨を決定し、
　前記再遊技決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容す
る旨の決定が持ち越されているか否かに関わらず、前記再遊技表示結果を導出する旨を前
記特別表示結果の導出を許容する旨が決定される確率以上の確率で決定し、
　前記導出制御手段は、前記再遊技表示結果の導出を許容する旨が決定され、且つ前記特
別表示結果の導出を許容する旨も決定されているゲームにおいて、前記停止操作手段の操
作手順が該特別表示結果と該再遊技表示結果のいずれも導出可能な手順であったときに、
該特別表示結果よりも該再遊技表示結果を高い割合で導出させ、
　前記特別決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容する
旨が決定されていないゲームにおいて前記再遊技決定手段により前記第２再遊技表示結果
の導出を許容する旨が決定されたときに、該ゲームにおいて前記特別表示結果の導出を許
容する旨を決定する再遊技許容時特別決定手段（図４：レギュラーボーナス＋リプレイＢ
、ビッグボーナス（１）＋リプレイＢ、ビッグボーナス（２）＋リプレイＢ）を含む
　ことを特徴とする。
　上記目的を達成するため、本発明の第３の観点にかかるスロットマシンは、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始
させることが可能となり、複数の可変表示部（リール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒ）において各々が
識別可能な複数種類の識別情報を変動表示させる可変表示装置（可変表示装置２）に表示
結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に導出された表示結果に
応じて入賞が発生可能であるスロットマシンにおいて、
　所定の範囲内において更新される数値データ（内部抽選用の乱数）を、ゲーム毎に所定
のタイミングで判定用数値データとして予め定められた判定領域に入力する数値データ入
力手段（ステップＳ１００１）と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される以前に、前記判定領域に入力された判定用数
値データに応じて複数種類の入賞表示結果を導出させることを許容するか否かを抽選によ
り決定する手段であって、遊技状態の移行を伴う特別表示結果（レギュラーボーナス、ビ
ッグボーナス（１）、ビッグボーナス（２））の導出を許容するか否かを決定する特別決
定手段と、前記複数の可変表示部に導出された識別情報の組み合わせが第１の組み合わせ
（ＪＡＣ－ＪＡＣ－ＪＡＣ）となることにより入賞となる第１再遊技表示結果（リプレイ
Ａ）と、前記複数の可変表示部に導出された識別情報の組み合わせが一部の可変表示部に
おいて前記第１の組み合わせと共通した第２の組み合わせ（ＪＡＣ－ＪＡＣ－ベル）とな
ることにより入賞となる第２再遊技表示結果（リプレイＢ）とを含む前記遊技用価値を用
いることなく次のゲームを行うことが可能な再遊技の付与を伴う再遊技表示結果（リプレ
イＡ、リプレイＢ）を許容するか否かを決定する再遊技決定手段とを含む事前決定手段（
ステップＳ４０３、図１１）と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段（設定キースイッチ９２、設定ス
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イッチ９１）の操作に基づいて、前記事前決定手段により入賞表示結果の導出を許容する
旨が決定される確率が異なる複数種類の許容段階（設定値）のうちから、いずれかの許容
段階を選択して設定する許容段階設定手段（ステップＳ２０１～Ｓ２１０）と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞表示結果の種類毎に定められ、各々が該事前決
定手段により導出を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特
定データを記憶する範囲特定データ記憶手段（図１６：ボーナステーブル及び小役テーブ
ル）と、
　遊技者の操作により、前記可変表示装置における識別情報の変動表示を停止させること
を指示する停止操作手段（停止ボタン１２Ｌ、１２Ｃ、１２Ｒ）と、
　前記停止操作手段の操作を検出する停止操作検出手段（ストップスイッチ４２Ｌ、４２
Ｃ、４２Ｒ）と、
　前記停止操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したときに、前記事前決定手段
の決定結果に応じて前記識別情報の変動表示を停止させて、前記可変表示装置の表示結果
を導出させる導出制御手段（ステップＳ５）と、
　前記可変表示装置の表示結果として前記特別表示結果が導出されたときに、次のゲーム
から遊技状態を通常遊技状態とは異なる特別遊技状態に移行させる特別遊技状態制御手段
（ステップＳ７０２、Ｓ７０４）と、
　前記事前決定手段により前記特別表示結果の導出を許容する旨が決定されたときに、該
決定を前記特別表示結果が導出されるまで持ち越す特別決定持越手段（ステップＳ８１０
）とを備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データは、前記許容段階設定手段により設定され
た許容段階の種類に関わらずに同一の範囲内で更新され、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記事前決定手段により前記特別表示結果と前記第２
再遊技表示結果の両方の導出を許容する旨が決定される判定値の個数を示す重複範囲特定
データ（図５（ｂ）：レギュラーボーナス＋リプレイＢ、ビッグボーナス（１）＋リプレ
イＢ、ビッグボーナス（２）＋リプレイＢ）を含む、複数の範囲特定データを記憶するも
のであって、該複数の範囲特定データのうち第１の範囲特定データを前記複数種類の許容
段階に共通して格納する第１格納領域と、該複数の範囲特定データのうち前記第１の範囲
特定データと異なる第２の範囲特定データを前記許容段階の種類毎に個別に格納する第２
格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記許容段階の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特
定データを個別に格納する同数格納領域と、前記許容段階の種類に応じて異なる判定値の
個数を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　　前記許容段階設定手段により設定された種類の許容段階に対応して前記範囲特定デー
タ記憶手段に記憶された複数の範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示
すデータを、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データに加算する加算手段と、
　　前記加算手段の加算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定領域に入力され
た判定用数値データが、該所定の範囲を越えたときに判定値の個数を示すデータを加算対
象としていた範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると判定する範囲判
定手段とを含み、
　　前記範囲判定手段の判定結果に応じて前記複数種類の入賞表示結果の導出を許容する
か否かを決定するとともに、前記判定領域に入力された判定用数値データが前記重複範囲
特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると前記範囲判定手段により判定され
たときには、前記特別表示結果と前記第２再遊技表示結果の両方の導出を許容する旨を決
定し、
　前記再遊技決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容す
る旨の決定が持ち越されているか否かに関わらず、前記再遊技表示結果を導出する旨を前
記特別表示結果の導出を許容する旨が決定される確率以上の確率で決定し、
　前記導出制御手段は、前記再遊技表示結果の導出を許容する旨が決定され、且つ前記特
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別表示結果の導出を許容する旨も決定されているゲームにおいて、前記停止操作手段の操
作手順が該特別表示結果と該再遊技表示結果のいずれも導出可能な手順であったときに、
該特別表示結果よりも該再遊技表示結果を高い割合で導出させ、
　前記特別決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容する
旨が決定されていないゲームにおいて前記再遊技決定手段により前記第２再遊技表示結果
の導出を許容する旨が決定されたときに、該ゲームにおいて前記特別表示結果の導出を許
容する旨を決定する再遊技許容時特別決定手段（図４：レギュラーボーナス＋リプレイＢ
、ビッグボーナス（１）＋リプレイＢ、ビッグボーナス（２）＋リプレイＢ）を含む
　ことを特徴とする。
　上記目的を達成するため、本発明の第４の観点にかかるスロットマシンは、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始
させることが可能となり、複数の可変表示部（リール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒ）において各々が
識別可能な複数種類の識別情報を変動表示させる可変表示装置（可変表示装置２）に表示
結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に導出された表示結果に
応じて入賞が発生可能であるスロットマシンにおいて、
　所定の範囲内において更新される数値データ（内部抽選用の乱数）を、ゲーム毎に所定
のタイミングで判定用数値データとして予め定められた判定領域に入力する数値データ入
力手段（ステップＳ１００１）と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される以前に、前記判定領域に入力された判定用数
値データに応じて複数種類の入賞表示結果を導出させることを許容するか否かを抽選によ
り決定する手段であって、遊技状態の移行を伴う特別表示結果（レギュラーボーナス、ビ
ッグボーナス（１）、ビッグボーナス（２））の導出を許容するか否かを決定する特別決
定手段と、前記複数の可変表示部に導出された識別情報の組み合わせが第１の組み合わせ
（ＪＡＣ－ＪＡＣ－ＪＡＣ）となることにより入賞となる第１再遊技表示結果（リプレイ
Ａ）と、前記複数の可変表示部に導出された識別情報の組み合わせが一部の可変表示部に
おいて前記第１の組み合わせと共通した第２の組み合わせ（ＪＡＣ－ＪＡＣ－ベル）とな
ることにより入賞となる第２再遊技表示結果（リプレイＢ）とを含む前記遊技用価値を用
いることなく次のゲームを行うことが可能な再遊技の付与を伴う再遊技表示結果（リプレ
イＡ、リプレイＢ）を許容するか否かを決定する再遊技決定手段とを含む事前決定手段（
ステップＳ４０３、図１１）と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段（設定キースイッチ９２、設定ス
イッチ９１）の操作に基づいて、前記事前決定手段により入賞表示結果の導出を許容する
旨が決定される確率が異なる複数種類の許容段階（設定値）のうちから、いずれかの許容
段階を選択して設定する許容段階設定手段（ステップＳ２０１～Ｓ２１０）と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞表示結果の種類毎に定められ、各々が該事前決
定手段により導出を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特
定データを記憶する範囲特定データ記憶手段（図１６：ボーナステーブル及び小役テーブ
ル）と、
　遊技者の操作により、前記可変表示装置における識別情報の変動表示を停止させること
を指示する停止操作手段（停止ボタン１２Ｌ、１２Ｃ、１２Ｒ）と、
　前記停止操作手段の操作を検出する停止操作検出手段（ストップスイッチ４２Ｌ、４２
Ｃ、４２Ｒ）と、
　前記停止操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したときに、前記事前決定手段
の決定結果に応じて前記識別情報の変動表示を停止させて、前記可変表示装置の表示結果
を導出させる導出制御手段（ステップＳ５）と、
　前記可変表示装置の表示結果として前記特別表示結果が導出されたときに、次のゲーム
から遊技状態を通常遊技状態とは異なる特別遊技状態に移行させる特別遊技状態制御手段
（ステップＳ７０２、Ｓ７０４）と、
　前記事前決定手段により前記特別表示結果の導出を許容する旨が決定されたときに、該
決定を前記特別表示結果が導出されるまで持ち越す特別決定持越手段（ステップＳ８１０
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）とを備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データは、前記許容段階設定手段により設定され
た許容段階の種類に関わらずに同一の範囲内で更新され、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記事前決定手段により前記特別表示結果と前記第２
再遊技表示結果の両方の導出を許容する旨が決定される判定値の個数を示す重複範囲特定
データ（図５（ｂ）：レギュラーボーナス＋リプレイＢ、ビッグボーナス（１）＋リプレ
イＢ、ビッグボーナス（２）＋リプレイＢ）を含む、複数の範囲特定データを記憶するも
のであって、該複数の範囲特定データのうち第１の範囲特定データを前記複数種類の許容
段階に共通して格納する第１格納領域と、該複数の範囲特定データのうち前記第１の範囲
特定データと異なる第２の範囲特定データを前記許容段階の種類毎に個別に格納する第２
格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記許容段階の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特
定データを個別に格納する同数格納領域と、前記許容段階の種類に応じて異なる判定値の
個数を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　　前記許容段階設定手段により設定された種類の許容段階に対応して前記範囲特定デー
タ記憶手段に記憶された複数の範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示
すデータを、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データから減算する減算手段と
、
　　前記減算手段の減算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定領域に入力され
た判定用数値データが、該所定の範囲を越えたときに判定値の個数を示すデータを減算対
象としていた範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると判定する範囲判
定手段とを含み、
　　前記範囲判定手段の判定結果に応じて前記複数種類の入賞表示結果の導出を許容する
か否かを決定するとともに、前記判定領域に入力された判定用数値データが前記重複範囲
特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると前記範囲判定手段により判定され
たときには、前記特別表示結果と前記第２再遊技表示結果の両方の導出を許容する旨を決
定し、
　前記再遊技決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容す
る旨の決定が持ち越されているか否かに関わらず、前記再遊技表示結果を導出する旨を前
記特別表示結果の導出を許容する旨が決定される確率以上の確率で決定し、
　前記導出制御手段は、前記再遊技表示結果の導出を許容する旨が決定され、且つ前記特
別表示結果の導出を許容する旨も決定されているゲームにおいて、前記停止操作手段の操
作手順が該特別表示結果と該再遊技表示結果のいずれも導出可能な手順であったときに、
該特別表示結果よりも該再遊技表示結果を高い割合で導出させ、
　前記特別決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容する
旨が決定されていないゲームにおいて前記再遊技決定手段により前記第２再遊技表示結果
の導出を許容する旨が決定されたときに、該ゲームにおいて前記特別表示結果の導出を許
容する旨を決定する再遊技許容時特別決定手段（図４：レギュラーボーナス＋リプレイＢ
、ビッグボーナス（１）＋リプレイＢ、ビッグボーナス（２）＋リプレイＢ）を含む
　ことを特徴とするスロットマシン。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記第１～第４の観点にかかるスロットマシンでは、特別表示結果の導出を許容する旨
が決定されたときには、第２再遊技表示結果の導出を許容する旨も決定されている可能性
がある。また、第２再遊技表示結果を含む再遊技表示結果の導出を許容する旨が決定され



(16) JP 2009-61322 A5 2010.12.16

、さらに特別表示結果の導出の導出を許容する旨も決定されているときにおいては、再遊
技表示結果の方が高い割合で導出されることとなる。つまり、第２再遊技表示結果が導出
されたときには、特別表示結果の導出を許容する旨が決定されている可能性が高いという
ことであり、第２再遊技表示結果の導出により特別表示結果の導出を許容する旨が決定さ
れていることに対する遊技者の期待感を高めさせることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　なお、前記再遊技決定手段は、前記特別表示結果の導出を許容する旨が決定されないと
きにも、前記第２再遊技表示結果の導出を許容する旨を決定する手段を含んでいてもよい
。前記特別決定手段は、前記第２再遊技表示結果の導出を許容する旨が決定されないとき
にも、前記特別表示結果の導出を許容する旨を決定する手段を含んでいてもよい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　上記第１～第４の観点にかかるスロットマシンにおいて、
　前記再遊技決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容す
る旨の決定が持ち越されていないゲームにおいて、前記第２再遊技表示結果の導出を許容
する旨を決定する確率よりも高い確率で、前記第１再遊技表示結果の導出を許容する旨を
決定することが好ましい（図４、図５）。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　上記第１～第４の観点にかかるスロットマシンは、
　前記再遊技決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出を許容す
る旨の決定が持ち越されているゲーム（ＲＴ）において、該決定が持ち越されていないゲ
ームよりも高い確率で前記第２再遊技表示結果の導出を許容する旨を決定する特別持越時
第２再遊技決定手段（図４、図５）を含むものとすることができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　上記第１～第４の観点にかかるスロットマシンは、
　前記可変表示装置の表示結果として前記第２再遊技表示結果が導出されたときに、前記
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特別表示結果の導出の許容が決定されている可能性を示す連続演出を１ゲームよりも長い
連続演出期間の間だけ継続して実行する連続演出実行手段（ステップＳ９０４、Ｓ９０５
、Ｓ９１２、Ｓ９１３）をさらに備えるものとすることができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　上記第１～第４の観点にかかるスロットマシンにおいて、
　前記事前決定手段は、前記入賞表示結果として有価価値の付与を伴う小役表示結果（ス
イカ）の導出を許容する旨を決定する小役決定手段を含み、
　前記特別決定手段は、前記特別決定持越手段により前記特別表示結果の導出が許容され
ていないゲームにおいて前記小役決定手段により前記小役表示結果の導出を許容する旨が
決定されたときに、該ゲームにおいて前記特別表示結果の導出を許容する旨を決定する小
役許容時特別決定手段（図４：レギュラーボーナス＋スイカ、ビッグボーナス（１）＋ス
イカ、ビッグボーナス（２）＋スイカ）を含むものとしてもよい。この場合において、
　前記導出制御手段は、前記小役表示結果の導出を許容する旨が決定され、且つ前記特別
表示結果の導出を許容する旨も決定されているゲームにおいて、前記停止操作手段の操作
手順により該特別表示結果を導出できないときに、該小役表示結果を前記可変表示装置の
表示結果として導出させるものとすることができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　上記第１～第４の観点にかかるスロットマシンは、
　前記許容段階設定手段により設定された許容段階を示すデータを含むゲームの進行を制
御するためのデータを読み出し及び書き込み可能に記憶するデータ記憶手段（ＲＡＭ１１
２）と、
　前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常か否かを判定する記憶データ判定手
段（ステップＳ１０４、Ｓ１０５）と、
　前記記憶データ判定手段により前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常では
ないと判定されたときに、ゲームの進行を不能化する不能化手段（ステップＳ１０６（Ｎ
Ｏ）、ステップＳ３０１）と、
　前記不能化手段により前記ゲームの進行が不能化された状態において、前記設定操作手
段の操作に基づいて前記許容段階設定手段により前記許容段階が新たに設定されたことを
条件に、前記ゲームの進行が不能化された状態を解除し、ゲームの進行を可能とする不能
化解除手段（ステップＳ１１１、図８）とをさらに備えるものとすることができる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　これに対して、上記第１～第４の観点にかかるスロットマシンでも、データ記憶手段の
データが正常ではないときには、適正なゲームの進行ができなくなるのでゲームの進行を
不能化させる。ここでのゲームの進行が不能な状態を解除するためには、データ記憶手段
に記憶されたデータを初期化することが必要であるが、この場合は、許容段階を示すデー
タも初期化されてしまう。もっとも、上記第１～第４の観点にかかるスロットマシンでは
、データ記憶手段のデータが正常でないことに基づいてゲームの進行が不能となった状態
は、設定操作手段の操作に基づいて新たに許容段階が設定されなければ解除されることが
ない。このため、新たに設定された許容段階に基づいてゲームが行われることが担保され
るので、ゲームの公平性を図ることができる。
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